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(57)【要約】
【課題】本発明に係る指紋認識電子装置は、電流消耗を
抑え、ドラグ／スワイプによる指紋イメージの歪曲を補
正して指紋認識率を向上する。
【解決手段】ハウジングと、ハウジングに収容されて前
面の一部に露出され、ハウジングの後面との間の一部の
領域に指紋センサが配置されたタッチスクリーンディス
プレイ（以下、ＴＳＤと言う）と、ＴＳＤ及び指紋セン
サと作動的に接続されたプロセッサ及び命令語を格納す
るメモリと、を含み、プロセッサが命令語を実行すると
、（ｉ）オブジェクトを含むユーザインタフェースをＴ
ＳＤ上に表示し、（ｉｉ）オブジェクトを該領域に向け
てドラッグするためのディスプレイを介するジェスチャ
入力を受信し、（ｉｉｉ）ジェスチャ入力を提供する指
が指紋センサを通じて認証のために登録された予め設定
された指であるか否かを識別し、（ｉｖ）識別に少なく
とも一部基づいて、指紋センサを活性化する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子装置であって、
　前面及び前記前面とは反対方向に向かう後面を含むハウジングと、
　前記前面の少なくとも一部を通じて露出されたタッチスクリーンディスプレイと、
　前記前面を上から見ると、前記タッチスクリーンディスプレイの少なくとも一領域と重
なるように前記タッチスクリーンディスプレイと前記後面との間に位置する指紋センサと
、
　前記タッチスクリーンディスプレイ及び前記指紋センサと作動するように接続された少
なくとも一つのプロセッサと、
　前記少なくとも一つのプロセッサと作動するように接続されたメモリと、を含み、
　前記メモリは命令語を格納し、前記命令語は、実行（ｅｘｅｃｕｔｅ）されると、前記
少なくとも一つのプロセッサが、
　（ｉ）オブジェクトを含むユーザインタフェースを前記タッチスクリーンディスプレイ
上に表示し、
　（ｉｉ）前記オブジェクトを前記領域に向けてドラッグするための前記タッチスクリー
ンディスプレイを介するジェスチャ入力を受信し、
　（ｉｉｉ）前記ジェスチャ入力を提供する指が前記指紋センサを通じて認証のために登
録された予め設定された指であるか否かを識別し、
　（ｉｖ）前記識別に少なくとも一部基づいて、前記指紋センサを活性化する、
　を含む動作を実行（ｐｅｒｆｏｒｍ）するようにする（ｃａｕｓｅ）ことを特徴とする
電子装置。
【請求項２】
　前記命令語は、前記少なくとも一つのプロセッサが、
　（ａ）前記ジェスチャ入力を提供する前記指により前記タッチスクリーンディスプレイ
に対して印加された圧力と、
　（ｂ）前記指によるタッチ領域に対する前記指によるタッチにより形成された有効圧力
領域の比率と、
　（ｃ）前記指による前記タッチの圧力又は領域の増加比率と、
　（ｄ）前記ジェスチャ入力による座標移動に対する圧力変化比率と、のうちの少なくと
も一つに少なくとも部分的に基づいて、前記識別する動作を実行するようにすることを特
徴とする請求項１に記載の電子装置。
【請求項３】
　前記命令語は、前記少なくとも一つのプロセッサが、
　前記ジェスチャ入力を提供する指が前記指紋センサを通じて認証のために登録された前
記予め設定された指でないと識別された場合、前記タッチスクリーンディスプレイ上にグ
ラフィックユーザインタフェースを表示する動作を実行するようにし、ここで前記ジェス
チャ入力の初期に前記指紋センサは、非活性状態にあることを特徴とする請求項１に記載
の電子装置。
【請求項４】
　前記メモリは、前記指紋センサを通じて認証のために登録された複数の指と関連する圧
力情報を格納し、前記複数の指は、前記予め設定された指を含むことを特徴とする請求項
１に記載の電子装置。
【請求項５】
　前記命令語は、前記少なくとも一つのプロセッサが、
　前記ジェスチャ入力を提供する指の指紋情報と前記メモリに格納された前記指紋センサ
を通じて認証のために登録された前記複数の指と関連する指紋情報とを比較し、
　前記比較に少なくとも一部基づいて、前記ジェスチャ入力を提供するユーザを認証する
動作を実行するようにするすることを特徴とする請求項４に記載の電子装置。
【請求項６】
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　前記命令語は、前記少なくとも一つのプロセッサが、移動状態の指紋登録を案内するグ
ラフィックユーザインタフェースを提供する動作を実行するようにすることを特徴とする
請求項１に記載の電子装置。
【請求項７】
　前記命令語は、前記少なくとも一つのプロセッサが、
　複数の方向に対する移動状態の指紋登録を案内するグラフィックユーザインタフェース
を提供する動作を実行するようにすることを特徴とする請求項１に記載の電子装置。
【請求項８】
　前記命令語は、前記少なくとも一つのプロセッサが、
　前記ジェスチャ入力の圧力情報に基づいて指紋イメージの変形を補正するようにするこ
とを特徴とする請求項１に記載の電子装置。
【請求項９】
前記命令語は、前記少なくとも一つのプロセッサが、
　前記ジェスチャ入力の圧力情報にマッピングされた指紋イメージ候補グループに対して
優先的に指紋マッチング動作を実行するようにすることを特徴とする請求項１に記載の電
子装置。
【請求項１０】
　電子装置の作動方法であって、
　（ｉ）オブジェクトを含むユーザインタフェースを前記電子装置のタッチスクリーンデ
ィスプレイ上に表示する動作と、
　（ｉｉ）前記オブジェクトを前記タッチスクリーンディスプレイの一領域に向けてドラ
ッグするための前記タッチスクリーンディスプレイを介するジェスチャ入力を受信する動
作と、
　（ｉｉｉ）前記ジェスチャ入力を提供する指が指紋センサを通じて認証のために登録さ
れた予め設定された指であるか否かを識別する動作と、
　（ｉｖ）前記識別に少なくとも一部基づいて、前記指紋センサを活性化する動作と、を
含むことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　（ａ）前記ジェスチャ入力を提供する前記指により前記タッチスクリーンディスプレイ
に対して印加された圧力と、
　（ｂ）前記指によるタッチ領域に対する前記指によるタッチにより形成された有効圧力
領域の比率と、
　（ｃ）前記指による前記タッチの圧力又は領域の増加比率と、
　（ｄ）前記ジェスチャ入力による座標移動に対する圧力変化比率と、のうちの少なくと
も一つに少なくとも部分的に基づいて、前記識別する動作を実行することを特徴とする請
求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ジェスチャ入力を提供する前記指が前記指紋センサを通じて認証のために登録され
た前記予め設定された指でないと、前記タッチスクリーンディスプレイ上にグラフィック
ユーザインタフェースを表示する動作をさらに含むことを特徴とする請求項１０に記載の
方法。
【請求項１３】
　前記ジェスチャ入力を提供する指の指紋情報と、メモリに格納された前記指紋センサを
通じて認証のために登録された複数の指の指紋情報とを比較する動作と、ここで前記複数
の指は前記予め設定された指を含み、
　前記比較に少なくとも一部基づいて、前記ジェスチャ入力を提供するユーザを認証する
動作をさらに含むことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　少なくとも一つの方向に対する移動状態の指紋登録を案内するグラフィックユーザイン
タフェースを提供する動作をさらに含むことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
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【請求項１５】
　命令語を格納している非一時的格納媒体であって、前記命令語は、少なくとも一つのプ
ロセッサによって実行される際に、前記少なくとも一つのプロセッサが請求項１０乃至請
求項１４のうちの何れか一項に記載の方法を実行するように設定されたことを特徴とする
非一時的格納媒体。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　多様な実施形態は、指紋認識方法及びそのための電子装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、電子装置（特に、スマートフォン）は、ますます、より多くの個人情報及びデー
タを格納している。個人情報及びデータの認証されていない悪意の使用を防ぐために、ユ
ーザの身元を確認することが緊要である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許出願公開第２０１６／０１８０１４６号明細書
【０００４】
　電子装置の性能の向上に伴い、携帯用電子装置にも指紋認識を含む多様な生体認識技術
が適用可能になった。指紋認識（又は、指紋認証）に基づいたユーザ認証は、認証方法が
簡単にも拘わらず保安性を向上させる長所がある。
【０００５】
　しかし、指紋認識機能を提供する電子装置では、指紋センサを常時活性化しているので
、不必要な電流消耗が発生する場合がある。
　また、指紋認識機能を提供する電子装置では、ドラッグ／スワイプなどのジェスチャ入
力の場合に指紋イメージがドラッグ／スワイプ速度によって変形され、これによって指紋
認識のエラー／失敗、及び／又は、処理遅延が発生する場合がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、圧力プロファイル情報に少なくとも一部基づいて、指紋センサ活性化
時点を識別／決定することによって、不必要な消耗電流を低下することにある。
　本発明の他の目的は、圧力プロファイル情報に少なくとも一部基づいて、指紋イメージ
変形を補正することによって指紋認識率を向上することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　多様な実施形態によれば、本発明に係る電子装置は、前面及び上記前面とは反対方向に
向かう後面を含むハウジングと、上記前面の少なくとも一部を通じて露出されたタッチス
クリーンディスプレイと、上記前面を上から見ると、上記タッチスクリーンディスプレイ
の少なくとも一領域と重なるように上記タッチスクリーンディスプレイと上記後面との間
に位置する指紋センサと、上記タッチスクリーンディスプレイ及び上記指紋センサと作動
するように接続された少なくとも一つのプロセッサと、上記少なくとも一つのプロセッサ
と作動するように接続されたメモリと、を含み、上記メモリは命令語を格納し、前記命令
語は、実行（ｅｘｅｃｕｔｅ）されると、上記少なくとも一つのプロセッサが、（ｉ）オ
ブジェクトを含むユーザインタフェースを上記タッチスクリーンディスプレイ上に表示し
、（ｉｉ）上記オブジェクトを上記領域に向けてドラッグするための上記タッチスクリー
ンディスプレイを介するジェスチャ入力を受信し、（ｉｉｉ）上記ジェスチャ入力を提供
する指が上記指紋センサを通じて認証のために登録された予め設定された指であるか否か
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を識別し、（ｉｖ）上記識別に少なくとも一部基づいて、上記指紋センサを活性化する、
を含む動作を実行（ｐｅｒｆｏｒｍ）するようにする（ｃａｕｓｅ）命令語を格納する。
【０００８】
　多様な実施形態によれば、本発明に係る電子装置の作動方法は、（ｉ）オブジェクトを
含むユーザインタフェースを上記電子装置のタッチスクリーンディスプレイ上に表示する
動作と、（ｉｉ）上記オブジェクトを上記タッチスクリーンディスプレイの一領域に向け
てドラッグするための上記タッチスクリーンディスプレイを介するジェスチャ入力を受信
する動作と、（ｉｉｉ）上記ジェスチャ入力を提供する指が指紋センサを通じて認証のた
めに登録された予め設定された指であるか否かを識別する動作と、（ｉｖ）上記識別に少
なくとも一部基づいて、上記指紋センサを活性化する動作と、を含む。
【発明の効果】
【０００９】
　多様な実施形態では、指紋登録過程で指紋情報と共に登録された圧力プロファイル情報
に基づいて、ユーザタッチ入力に対応する圧力プロファイルを抽出及び比較する過程を通
じて、指紋認証のための指紋センサ活性化時点を識別／決定するので、不必要な消耗電流
を低下できる。
　また、多様な実施形態では、指紋認証過程でドラッグ／スワイプジェスチャ入力に対応
する指紋イメージを獲得する場合、指紋イメージの変形程度を圧力プロファイル情報に基
づいて予測して指紋イメージ変形を補正するので、指紋認識率を向上できる。
　さらに、多様な実施形態では、圧力プロファイル情報にマッピングされた指紋イメージ
候補グループに対して優先的に指紋マッチング動作を実行するので、指紋認証速度を向上
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】多様な実施形態によるネットワーク環境内の電子装置のブロック図である。
【図２】多様な実施形態による表示装置のブロック図である。
【図３】多様な実施形態による電子装置を示す分離斜視図である。
【図４】多様な実施形態による電子装置を示す図である。
【図５】多様な実施形態による電子装置の作動方法を示すフローチャートである。
【図６】（ａ）は、多様な実施形態による圧力情報の検出方法を説明するための図であり
、（ｂ）は、多様な実施形態による圧力情報の検出方法を説明するための図である。
【図７】（ａ）は、多様な実施形態による圧力情報の例を説明するための図であり、（ｂ
）は、多様な実施形態による圧力情報の例を説明するための図である。
【図８】多様な実施形態による圧力情報の他の例を説明するための図である。
【図９】（ａ）は、多様な実施形態による圧力情報の他の例を説明するための図であり、
（ｂ）は、多様な実施形態による圧力情報の他の例を説明するための図である。
【図１０】（ａ）（ｂ）（ｃ）は、多様な実施形態による電子装置の指紋登録方法を説明
するための図である。
【図１１】（ａ）（ｂ）（ｃ）は、多様な実施形態による電子装置の作動方法を説明する
ための図である。
【図１２】多様な実施形態による電子装置の作動方法を説明するための図である。
【図１３】電子装置の断面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１は、本発明の実施形態によるネットワーク環境における電子装置を示すブロック構
成図である。
　図１を参照すると、ネットワーク環境１００において、電子装置１０１は、第１のネッ
トワーク１９８（例えば、近距離無線通信ネットワーク）を介して電子装置１０２と通信
するか、或いは第２のネットワーク１９９（例えば、遠距離無線通信ネットワーク）を介
して電子装置１０４又はサーバ１０８と通信する。一実施形態によると、電子装置１０１
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は、サーバ１０８を通じて電子装置１０４と通信できる。一実施形態によると、電子装置
１０１は、プロセッサ１２０、メモリ１３０、入力装置１５０、音響出力装置１５５、表
示装置１６０、オーディオモジュール１７０、センサモジュール１７６、インタフェース
１７７、ハプティックモジュール１７９、カメラモジュール１８０、電力管理モジュール
１８８、バッテリ１８９、通信モジュール１９０、加入者識別モジュール１９６、又はア
ンテナモジュール１９７を含む。一部実施形態においては、電子装置１０１は、この構成
要素のうち少なくとも一つ（例えば、表示装置１６０又はカメラモジュール１８０）が省
略され得、一つ以上の他の構成要素が追加され得る。一部実施形態においては、この構成
要素のうちの一部は、一つの統合された回路に実現され得る。例えば、センサモジュール
１７６（例えば、指紋センサ、虹彩センサ、又は照度センサ）は、表示装置１６０（例え
ば、ディスプレイ）に埋め込まれて実現され得る。
【００１２】
　プロセッサ１２０は、例えば、ソフトウェア（例えば、プログラム１４０）を実行して
、プロセッサ１２０に接続された電子装置１０１の少なくとも一つの他の構成要素（例え
ば、ハードウェア又はソフトウェア構成要素）を制御し、多様なデータ処理又は演算を実
行できる。一実施形態によれば、データ処理又は演算の少なくとも一部として、プロセッ
サ１２０は、他の構成要素（例えば、センサモジュール１７６又は通信モジュール１９０
）から受信された命令語又はデータを揮発性メモリ１３２にロードし、揮発性メモリ１３
２に格納された命令語又はデータを処理し、結果データを不揮発性メモリ１３４に格納で
きる。一実施形態によれば、プロセッサ１２０は、メインプロセッサ１２１（例えば、中
央処理装置又はアプリケーションプロセッサ）、及びこれとは独立的に又は共にオペレー
ティング可能な補助プロセッサ１２３（例えば、グラフィック処理装置、イメージシグナ
ルプロセッサ、センサハブプロセッサ、又はコミュニケーションプロセッサ）を含み得る
。追加的に又は代替的に、補助プロセッサ１２３は、メインプロセッサ１２１より低電力
を消費するか、又は指定された機能に特化するように設定され得る。補助プロセッサ１２
３は、メインプロセッサ１２１と別個に、又はその一部として実現され得る。
【００１３】
　補助プロセッサ１２３は、例えば、メインプロセッサ１２１が非活性化（例えば、スリ
ープ）状態である間にメインプロセッサ１２１の代わりに、又はメインプロセッサ１２１
が活性化（例えば、アプリケーション実行）状態である間にメインプロセッサ１２１と共
に、電子装置１０１の構成要素のうちの少なくとも一つの構成要素（例えば、表示装置１
６０、センサモジュール１７６、又は通信モジュール１９０）に関連する機能又は状態の
少なくとも一部を制御できる。一実施形態によれば、補助プロセッサ１２３（例えば、イ
メージシグナルプロセッサ又はコミュニケーションプロセッサ）は、機能的に関連のある
他の構成要素（例えば、カメラモジュール１８０又は通信モジュール１９０）の一部とし
て実現され得る。
【００１４】
　メモリ１３０は、電子装置１０１の少なくとも一つの構成要素（例えば、プロセッサ１
２０又はセンサモジュール１７６）により使用される多様なデータを格納できる。データ
は、例えば、ソフトウェア（例えば、プログラム１４０）及び、これに関連する命令語に
対する入力データ及び／又は出力データを含み得る。メモリ１３０は、揮発性メモリ１３
２又は不揮発性メモリ１３４を含み得る。
【００１５】
　プログラム１４０は、メモリ１３０にソフトウェアとして格納され、例えば、オペレー
ティングシステム１４２、ミドルウェア１４４、又はアプリケーション１４６を含み得る
。
【００１６】
　入力装置１５０は、電子装置１０１の構成要素（例えば、プロセッサ１２０）によって
使用される命令語又はデータを電子装置１０１の外部（例えば、ユーザ）から受信できる
。入力装置１５０は、例えば、マイク、マウス、又はキーボードを含み得る。
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【００１７】
　音響出力装置１５５は、音響信号を電子装置１０１の外部に出力できる。音響出力装置
１５５は、例えば、スピーカ又はレシーバを含み得る。スピーカは、マルチメディア再生
又は録音再生のように一般的な用途で使用され、レシーバは、着信電話を受信するために
使用され得る。一実施形態によれば、レシーバは、スピーカと別個に、又はその一部とし
て実現され得る。
【００１８】
　表示装置１６０は、電子装置１０１の外部（例えば、ユーザ）に情報を視覚的に提供で
きる。表示装置１６０は、例えば、ディスプレイ、ホログラム装置、及び／又はプロジェ
クタ、並びに該当装置を制御するための制御回路を含み得る。一実施形態によれば、表示
装置１６０は、タッチを感知するように設定されたタッチ回路（ｔｏｕｃｈ　ｃｉｒｃｕ
ｉｔｒｙ）、又は上記タッチにより発生する圧力の強さを測定するように設定されたセン
サ回路（例えば、圧力センサ）を含み得る。
【００１９】
　オーディオモジュール１７０は、声を電気信号に変換するか、反対に電気信号を声に変
換し得る。一実施形態によれば、オーディオモジュール１７０は、入力装置１５０を通じ
て音声を獲得するか、及び／又は、音響出力装置１５５、又は電子装置１０１と直接又は
無線に接続された外部の電子装置（例えば、電子装置１０２）（例えば、スピーカ又はヘ
ッドホン）を通じて音を出力できる。
【００２０】
　センサモジュール１７６は、電子装置１０１の作動状態（例えば、電力又は温度）、又
は外部の環境状態（例えば、ユーザ状態）を感知し、感知された状態に対応する電気信号
又はデータ値を生成できる。一実施形態によれば、センサモジュール１７６は、例えば、
ジェスチャセンサ、ジャイロセンサ、気圧センサ、磁気センサ、加速度センサ、グリップ
センサ、近接センサ、カラーセンサ、ＩＲ（ｉｎｆｒａｒｅｄ、赤外）センサ、生体セン
サ、温度センサ、湿度センサ、及び／又は照度センサを含み得る。
【００２１】
　インタフェース１７７は、電子装置１０１が外部の電子装置（例えば、電子装置１０２
）と直接又は無線で接続するために使用される一つ以上の指定されたプロトコルをサポー
トできる。一実施形態によれば、インタフェース１７７は、例えば、ＨＤＭＩ（登録商標
）（ｈｉｇｈ　ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）、
ＵＳＢ（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｓｅｒｉａｌ　ｂｕｓ）インタフェース、ＳＤカードイン
タフェース、又はオーディオインタフェースを含み得る。
【００２２】
　接続端子１７８は、電子装置１０１と外部の電子装置（例えば、電子装置１０２）を物
理的に接続するコネクタを含み得る。一実施形態によれば、接続端子１７８は、例えば、
ＨＤＭＩ（登録商標）コネクタ、ＵＳＢコネクタ、ＳＤカードコネクタ、又はオーディオ
コネクタ（例えば、ヘッドホンコネクタ）を含み得る。
【００２３】
　ハプティックモジュール１７９は、電気的信号をユーザが触覚又は運動感覚を通じて認
知できる機械的な刺激（例えば、振動又は動き）又は電気的な刺激に変換する。一実施形
態によれば、ハプティックモジュール１７９は、例えば、モータ、圧電素子、又は電気刺
激装置を含み得る。
【００２４】
　カメラモジュール１８０は、静止画及び動画を撮影できる。一実施形態によれば、カメ
ラモジュール１８０は、一つ以上のレンズ、イメージセンサ、イメージシグナルプロセッ
サ、又はフラッシュを含み得る。
【００２５】
　電力管理モジュール１８８は、電子装置１０１に供給される電力を管理できる。一実施
形態によれば、電力管理モジュール１８８は、例えば、ＰＭＩＣ（ｐｏｗｅｒ　ｍａｎａ
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ｇｅｍｅｎｔ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）の少なくとも一部として実現さ
れ得る。
【００２６】
　バッテリ１８９は、電子装置１０１の少なくとも一つの構成要素に電力を供給できる。
一実施形態によれば、バッテリ１８９は、例えば、再充電不可能な一次電池、再充電可能
な二次電池又は燃料電池を含み得る。
【００２７】
　通信モジュール１９０は、電子装置１０１と外部の電子装置（例えば、電子装置１０２
、電子装置１０４、又はサーバ１０８）との間の直接（例えば、有線）通信チャネル又は
無線通信チャネルの確立、及び確立された通信チャネルを介する通信実行をサポートでき
る。通信モジュール１９０は、プロセッサ１２０（例えば、アプリケーションプロセッサ
）と独立的にオペレーティングされ、直接（例えば、有線）通信又は無線通信をサポート
する一つ以上のコミュニケーションプロセッサを含み得る。一実施形態によれば、通信モ
ジュール１９０は、無線通信モジュール１９２（例えば、セルラ通信モジュール、近距離
無線通信モジュール、又はＧＮＳＳ（ｇｌｏｂａｌ　ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ　ｓａｔｅｌ
ｌｉｔｅ　ｓｙｓｔｅｍ）通信モジュール）又は有線通信モジュール１９４（例えば、Ｌ
ＡＮ（ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）通信モジュール、又は電力線通信モジュ
ール）を含み得る。これら通信モジュールのうちの該当する通信モジュールは、第１のネ
ットワーク１９８（例えば、ブルートゥース（登録商標）、ＷｉＦｉ　ｄｉｒｅｃｔ又は
ＩｒＤＡ（ｉｎｆｒａｒｅｄ　ｄａｔａ　ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）のような近距離通信
ネットワーク、又は、第２のネットワーク１９９（例えば、セルラーネットワーク、イン
タネット、又はコンピュータネットワーク（例えば、ＬＡＮ又はＷＡＮ）のような遠距離
通信ネットワーク）を通じて外部の電子装置と通信できる。このような多様なタイプの通
信モジュールは、一つの構成要素（例えば、単一チップ）で統合されるか、又は相互別途
の複数の構成要素（例えば、複数チップ）で実現され得る。無線通信モジュール１９２は
、加入者識別モジュール１９６に格納された加入者情報（例えば、国際モバイル加入者識
別子ＩＭＳＩ）を利用して、第１のネットワーク１９８又は第２のネットワーク１９９の
ような通信ネットワーク内で電子装置１０１を確認及び認証できる。
【００２８】
　アンテナモジュール１９７は、信号又は電力を外部（例えば、外部の電子装置）に送信
するか、又は、外部から受信できる。一実施形態によれば、アンテナモジュール１９７は
一つ以上のアンテナを含み、第１のネットワーク１９８又は第２のネットワーク１９９の
ような通信ネットワークで使用される通信方式に適合した少なくとも一つのアンテナが、
例えば、通信モジュール１９０によって選択され得る。信号又は電力は、上記選択された
少なくとも一つのアンテナを通じて通信モジュール１９０と外部の電子装置との間に送信
されるか又は受信され得る。
【００２９】
　上記構成要素のうちの少なくとも一部は、周辺機器間の通信方式（例えば、バス、ＧＰ
ＩＯ（ｇｅｎｅｒａｌ　ｐｕｒｐｏｓｅ　ｉｎｐｕｔ　ａｎｄ　ｏｕｔｐｕｔ）、ＳＰＩ
（ｓｅｒｉａｌ　ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）、又はＭＩＰＩ（ｍｏｂ
ｉｌｅ　ｉｎｄｕｓｔｒｙ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ））を通じて相互
に接続されて信号（例えば、命令語又はデータ）を相互間に交換することができる。
【００３０】
　一実施形態によれば、命令語又はデータは、第２のネットワーク１９９に接続されたサ
ーバ１０８を通じて電子装置１０１と外部の電子装置１０４との間に送信又は受信され得
る。電子装置１０２、１０４各々は、電子装置１０１と同一又は相異なるタイプの装置で
あり得る。一実施形態によれば、電子装置１０１で実行される動作の全部又は一部は、外
部の電子装置（１０２、１０４、又は１０８）のうちの一つ以上の外部装置で実行され得
る。例えば、電子装置１０１が任意の機能やサービスを自動で、又はユーザ又は他の装置
からのリクエストに反応して実行しなければならない場合に、電子装置１０１は、機能又
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はサービスを自身で実行する代わりに、又は追加的に、一つ以上の外部の電子装置に、そ
の機能又はそのサービスの少なくとも一部を実行するようリクエストできる。上記リクエ
ストを受信した一つ以上の外部の電子装置は、リクエストされた機能又はサービスの少な
くとも一部、又は上記リクエストに関連する追加機能又はサービスを実行し、その実行の
結果を電子装置１０１に伝達できる。電子装置１０１は、上記結果を、そのまま又は追加
的に処理して、上記リクエストに対する応答の少なくとも一部として提供できる。そのた
めに、例えば、クラウドコンピューティング、分散コンピューティング、又はクライアン
トサーバコンピューティング技術が利用され得る。
【００３１】
　図２は、多様な実施形態による、表示装置１６０（例えば、図１の表示装置１６０）の
ブロック図２００である。図２を参照すると、表示装置１６０は、ディスプレイ２１０、
及びこれを制御するためのディスプレイドライバＩＣ（ＤＤＩ）２３０を含み得る。ＤＤ
Ｉ（２３０）は、インタフェースモジュール２３１、メモリ２３３（例えば、バッファー
メモリ）、イメージ処理モジュール２３５、又はマップピングモジュール２３７を含み得
る。ＤＤＩ（２３０）は、例えば、映像データ、又は上記映像データを制御するための命
令語に対応する映像制御信号を含む映像情報をインタフェースモジュール２３１を通じて
、電子装置１０１の他の構成要素から受信できる。例えば、一実施形態によれば、映像情
報は、プロセッサ１２０（例えば、メインプロセッサ１２１（例えば、アプリケーション
プロセッサ））又はメインプロセッサ１２１の機能と独立的にオペレーティングされる補
助プロセッサ１２３（例えば、グラフィック処理装置）から受信され得る。ＤＤＩ（２３
０）は、タッチ回路２５０又はセンサモジュール１７６とインタフェースモジュール２３
１を通じてコミュニケーションできる。また、ＤＤＩ（２３０）は、上記受信された映像
情報のうちの少なくとも一部をメモリ２３３に、例えば、フレーム単位で格納できる。
　イメージ処理モジュール２３５は、例えば、上記映像データの少なくとも一部を上記映
像データの特性又はディスプレイ２１０の特性に少なくとも基づいて前処理又は後処理（
例えば、解像度、明度、又はサイズ調整）を実行できる。マップピングモジュール２３７
は、イメージ処理モジュール２３５を通じて前処理又は後処理された上記映像データに対
応する電圧値又は電流値を生成できる。一実施形態によれば、電圧値又は電流値の生成は
、例えば、ディスプレイ２１０のピクセルの属性（例えば、ピクセルの配列（ＲＧＢ　ｓ
ｔｒｉｐｅ又はペンタイル（ｐｅｎｔｉｌｅ）構造）、又はサブピクセルのそれぞれのサ
イズに少なくとも一部基づいて実行できる。ディスプレイ２１０の少なくとも一部ピクセ
ルは、例えば、上記電圧値又は電流値に少なくとも一部基づいて駆動されることによって
、上記映像データに対応する視覚的情報（例えば、テキスト、イメージ、又はアイコン）
をディスプレイ２１０を通じて表示できる。
【００３２】
　一実施形態によれば、表示装置１６０は、タッチ回路２５０をさらに含むことができる
。タッチ回路２５０は、タッチセンサ２５１及びこれを制御するためのタッチセンサＩＣ
（２５３）を含むことができる。タッチセンサＩＣ２５３は、例えば、ディスプレイ２１
０の特定位置に対するタッチ入力又はホバーリング入力を感知するためにタッチセンサ２
５１を制御できる。例えば、タッチセンサＩＣ（２５３）は、ディスプレイ２１０の特定
位置に対する信号（例えば、電圧、光量、抵抗、又は電荷量）の変化を測定することによ
ってタッチ入力又はホバリング（ｈｏｖｅｒｉｎｇ）入力を感知できる。タッチセンサＩ
Ｃ（２５３）は、感知されたタッチ入力又はホバリング入力に関する情報（例えば、位置
、面積、圧力、又は時間）をプロセッサ１２０に提供できる。一実施形態によれば、タッ
チ回路２５０の少なくとも一部（例えば、タッチセンサＩＣ（２５３））は、ディスプレ
イドライバＩＣ（２３０）、又はディスプレイ２１０の一部に、又は表示装置１６０の外
部に配置された他の構成要素（例えば、補助プロセッサ１２３）の一部に含まれ得る。
【００３３】
　一実施形態によれば、表示装置１６０は、センサモジュール１７６の少なくとも一つの
センサ（例えば、指紋センサ、紅彩センサ、圧力センサ、又は照度センサ）、又はこれに
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対する制御回路をさらに含み得る。この場合、上記少なくとも一つのセンサ又はこれに対
する制御回路は、表示装置１６０の一部（例えば、ディスプレイ２１０又はＤＤＩ（２３
０））又はタッチ回路２５０の一部に埋め込まれ得る。例えば、表示装置１６０に埋め込
まれたセンサモジュール１７６が生体センサ（例えば、指紋センサ）を含む場合、上記生
体センサは、ディスプレイ２１０の一部領域を通じてタッチ入力に関連された生体情報（
例えば、指紋イメージ）を獲得できる。他の例では、表示装置１６０に埋め込まれたセン
サモジュール１７６が圧力センサを含む場合、上記圧力センサは、ディスプレイ２１０の
一部又は全体領域を通じてタッチ入力に関連づけられた圧力情報を獲得できる。一実施形
態によれば、タッチセンサ２５１又はセンサモジュール１７６は、ディスプレイ２１０の
ピクセルレイヤ（層）のピクセルの間に、又は上記ピクセルレイヤの上方又は下方に配置
され得る。
【００３４】
　本発明の多様な実施形態による電子装置は、多様なタイプの装置であり得る。電子装置
は、例えば、携帯用通信装置（例えば、スマートフォン）、コンピュータ装置、携帯用マ
ルチメディア装置、携帯用医療機器、カメラ、ウェアラブル装置、又は家電装置を含み得
る。本発明の実施形態による電子装置は、上記した機器に限定されない。
【００３５】
　本発明の多様な実施形態及び使用される用語は、本発明に記載された技術的特徴を特定
の実施形態に限定するものではなく、当該実施形態の多様な変更、均等物、又は代替物を
含むと理解されるべきである。図面の説明に関連して、類似した又は関連する構成要素に
対して類似した参照符号を使用する。アイテムに対応する名詞の単数形は、関連する文脈
中に特記で明白に相異に指示しない限り、一つのアイテム又は複数個のアイテムを含むこ
とは、当業者には明らかなであろう。本発明では、“Ａ又はＢ”、“Ａ及びＢのうち少な
くとも一つ”、“Ａ又はＢのうち少なくとも一つ”、“Ａ、Ｂ、又はＣ”、“Ａ、Ｂ、及
びＣのうちの少なくとも一つ、”及び“Ａ、Ｂ、又はＣのうちの少なくとも一つ”のよう
な文言の各々はその文言のうちの該当する文言に列挙された項目の可能な全ての組み合わ
せを含み得る。“第１の”、“第２の”、又は“最初”又は“２番目”のような用語は、
単純に該当構成要素を他の該当構成要素と区分するために使用され、該当構成要素を他の
側面（例えば、重要性又は順序）で限定しない。一つの（例えば、第１の）構成要素が他
の（例えば、第２の）構成要素に“機能的”に又は“通信的に”という用語と共に、又は
このような用語無しで“結合され”、又は“接続され”と言及されている場合、これは、
上記一つの構成要素が上記他の構成要素に直接的に（例えば、有線で）、無線で、又は第
３の構成要素を介して接続されることを意味する。
【００３６】
　本発明で使用される用語“モジュール”は、ハードウェア、ソフトウェア、又はファー
ムウェアで実現されるユニットを含み、例えば、ロジック、論理ブロック、部品、又は回
路などの用語と互換して使用できる。モジュールは、一体で構成された部品又は一つ以上
の機能を実行する上記部品の最小単位又はその一部でありうる。例えば、一実施形態によ
ると、モジュールはＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇ
ｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ、専用集積回路）の形態で構成される。
【００３７】
　本発明の多様な実施形態は、機械（例えば、電子装置１０１）により読み取り可能な記
録媒体（例えば、内蔵メモリ１３６又は外付けメモリ１３８）に格納されている一つ以上
の命令語を含むソフトウェア（例えば、プログラム１４０）として実現されることができ
る。例えば、機器（例えば、電子装置１０１）のプロセッサ（例えば、プロセッサ１２０
）は、格納媒体から格納された一つ以上の命令語のうち少なくとも一つを呼び出し、それ
を実行できる。これは、機器が上記呼び出された少なくとも一つの命令語によって少なく
とも一つの機能を実行するようにオペレーティングされることを可能にする。上記一つ以
上の命令語は、コンパイラー又はインタプリタにより生成又は実行されるコードを含み得
る。機械読み取り可能な記録媒体は、非一時的（ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙ）格納媒
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体として提供できる。ここで、“非一時的”とは、格納媒体が実在（ｔａｎｇｉｂｌｅ）
する装置であって、信号（例えば、電磁気的信号）を含まないことを意味するだけであり
、データが格納媒体に半永久的に格納されるか、又は一時的に格納されるか、を弁別する
ことを意味しない。
【００３８】
　一実施形態によると、本発明に開示される多様な実施形態による方法は、コンピュータ
プログラム製品に含まれて提供され得る。コンピュータプログラム製品は、商品として販
売者及び購買者間での取引が可能である。コンピュータプログラム製品は、機械読み取り
可能な記録媒体（例えば、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌ
ｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）の形態で、或いはアプリケーションストア（例えば、プレーストア（
登録商標））を通じてオンラインで配布され得る。オンライン配布においては、コンピュ
ータプログラム製品の少なくとも一部は、メーカのサーバ、アプリケーションストアのサ
ーバ、又は中継サーバのメモリのような格納媒体に少なくとも一時格納されるか、又は、
一時的に生成され得る。
【００３９】
　多様な実施形態によれば、上記記述した構成要素の各々の構成要素（例えば、モジュー
ル又はプログラム）は、単数又は複数のエンティティを含み得る。多様な実施形態によれ
ば、前述した該当構成要素のうちの一つ以上の構成要素又は動作が省略されるか、又は一
つ以上の他の構成要素又は動作が追加され得る。代替的に又は追加的に、複数の構成要素
（例えば、モジュール又はプログラム）は、一つの構成要素に統合され得る。このような
場合、統合された構成要素は、上記複数の構成要素各々の構成要素の一つ以上の機能を、
上記統合以前の上記複数の構成要素のうちの該当構成要素により実行されるのと同一又は
類似に実行できる。多様な実施形態によれば、モジュール、プログラム又は他の構成要素
により実行される動作は、順次的に、並列的に、反復的に、又はヒューリスティック（ｈ
ｅｕｒｉｓｔｉｃ）に実行され、或いは上記動作のうちの一つ以上が他の順序で実行され
るか、省略されるか、又は一つ以上の他の動作が追加され得る。
【００４０】
　図３は、多様な実施形態による電子装置を示す分離斜視図であり、図１３は電子装置の
断面を示す図である。
　図３及び図１３を参照すると、電子装置３０１（例えば、図１の電子装置１０１）は、
ハウジング３０３、タッチスクリーンディスプレイ３１０（例えば、表示装置１６０）、
デジタイザパネル３２０、圧力センサ３３０、指紋センサ３４０、バッテリ３５０（例え
ば、バッテリ１８９）、回路基板３６０、音響部品３６７（例えば、音響出力装置１５５
）、無線充電回路基板３７１、無線充電コイル３７３、及び／又は後面カバー３８０のよ
うな後面を含み得る。
【００４１】
　ハウジング３０３は、電子部品を保護できる。
　ハウジング３０３の前面には、前面カバー３１３、タッチスクリーンパネル３１７及び
／又はディスプレイパネル３１９が積層され得る。前面カバー３１３は、指紋センサ３４
０による指紋認識が可能な指紋センシング領域３１５及び指紋センサ３４０による指紋認
識が可能でない非指紋センシング領域３１４に区分され得る。
【００４２】
　一実施形態で、タッチスクリーンパネル３１７及びディスプレイパネル３１９の積層順
序は変更され得る。前面カバー３１３は、ガラス材質からなり得る。一実施形態で、前面
カバー３１３は、ガラス材質に限定されず、透明な樹脂材質からなり得る。
【００４３】
　タッチスクリーンディスプレイ３１０は、前面カバー３１３、ディスプレイパネル３１
９及び／又はタッチスクリーンパネル３１７を含み得る。タッチスクリーンディスプレイ
３１０は、指定された画面比率（例えば、１８．５：９基本、２１：９）に従って画面を
表示できる。
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【００４４】
　一実施形態で、タッチスクリーンディスプレイ３１０は、フローティングモード（Ｆｌ
ｏａｔｉｎｇ　Ｍｏｄｅ）又は分割モード（Ｓｐｌｉｔ　Ｍｏｄｅ）によってユーザイン
タフェースを表示できる。
【００４５】
　一実施形態で、タッチスクリーンディスプレイ３１０は、アプリケーション領域又は制
御領域を含むユーザインタフェースを表示できる。タッチスクリーンディスプレイ３１０
は、制御領域に制御オブジェクト（例えば、ソフトキー）を表示できる。
【００４６】
　一実施形態で、タッチスクリーンディスプレイ３１０は、ワイオクタ（Ｙ－ＯＣＴＡ；
　Ｙｏｕｍ　Ｏｎ－Ｃｅｌｌ　Ｔｏｕｃｈ　ＡＭＯＬＥＤ（Ａｃｔｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ
　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ－Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ））（登録商標）構造を
有し、タッチスクリーンパネル３１７は、アドオンセルタイプ（Ａｄｄ　Ｏｎ　Ｃｅｌｌ
　Ｔｙｐｅ）としてディスプレイパネル３１９に付着され得る。
【００４７】
　タッチスクリーンパネル３１７は、前面カバー（又は、前面、以下、前面カバーを使用
する）３１３上のユーザタッチ入力を受信できる。タッチスクリーンパネル３１７は、ユ
ーザのタッチ入力を電気的な信号として受信できる。タッチスクリーンパネル３１７は、
前面カバー３１３と同一サイズであり得て、前面カバー３１３のタッチ入力による座標と
同一座標を電気的な信号として受信できる。一実施形態で、タッチスクリーンパネル３１
７は、前面カバー３１３と同一サイズに限定されず、前面カバー３１３より大きいか又は
小さくてもよい。タッチスクリーンパネル３１７は、ＲＸ電極とＴＸ電極を含み、静電容
量方式で駆動され得る（以下、図６（ａ）及び図６（ｂ）を参照して記述する）。一実施
形態で、タッチスクリーンパネル３１７は、静電容量方式に限定されず、加圧方式又は光
学方式（赤外線でスキャンしてタッチ位置を検出する）で駆動され得る。ＲＸ電極は、Ｔ
Ｘ電極と同一の層に配列され得る。一実施形態によれば、ＲＸ電極はＴＸ電極と同一層に
配列される構造に限定されず、ＴＸ電極と相異なる層に積層され得る。
【００４８】
　一実施形態で、ハウジング３０３の下方には、後面カバー３８０が配置され得る。後面
カバー３８０は、ガラス材質からなり得る。一実施形態で、後面カバー３８０は、ガラス
材質からなる形態に限定されず、金属又は樹脂などの多様な材質からなり得る。
【００４９】
　一実施形態で、圧力センサ３３０は、デジタイザパネル３２０とハウジング３０３との
間に配置され得る。圧力センサ３３０は、ＲＸ電極とＴＸ電極を含み得る。ＲＸ電極は、
ＴＸ電極と相異なる層に積層され得る。ＲＸ電極とＴＸ電極との間には、誘電体が配置さ
れ得て、ＲＸ電極とＴＸ電極とは、相互離隔して配置され得る。
　圧力センサ３３０は、外部の入力（例えば、ユーザのタッチ入力）に起因するＲＸ電極
とＴＸ電極との間の間隔変化によるＲＸ電極とＴＸ電極との間の静電容量の変化を識別で
きる。圧力センサ３３０は、前面カバー３１３の下部領域に隣接するように配置され得る
。ここで、上部領域にはスピーカが配置され、下部領域にはマイクが配置され得る。一実
施形態で、圧力センサ３３０は、前面カバー３１３の下部領域に隣接するように配置され
る構造に限定されず、前面カバー３１３のサイズと同一サイズで配置され得る。圧力セン
サ３３０は、ホームキー（ｈｏｍｅ　ｋｅｙ）などのファンクションキーの機能を実行で
きる。
【００５０】
　一実施形態で、指紋センサ３４０は、デジタイザパネル３２０とハウジング３０３のミ
ッドプレート（ｍｉｄ－ｐｌａｔｅ）３０４との間に配置され得る。
【００５１】
　一実施形態で、指紋センサ３４０は、圧力センサ３３０とミッドプレート３０４との間
に配置され得る。指紋センサ３４０は、前面カバー３１３の下部領域に隣接するように配
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置され得る。指紋センサ３４０は、光学式指紋センサであり得る。指紋センサ３４０は、
ディスプレイパネル３１９の光源を利用し、ユーザの指が前面カバー３１３と接触する場
合に反射光を受光する受光部（ＣＣＤ（ｃｈａｒｇｅｄ－ｃｏｕｐｌｅｄ　ｄｅｖｉｃｅ
）　又はカメラ）を含み得る。
【００５２】
　一実施形態で、指紋センサ３４０は、領域（ａｒｅａ）方式及び／又はスワイプ（ｓｗ
ｉｐｅ）方式で指紋を獲得できる。領域方式で、指紋センサ３４０は、その表面の上方又
は下方に配置された停止状態の指の指紋全体を一度に撮影できる。スワイプ方式で、指紋
センサ３４０は、指紋センサ３４０の表面上方／下方で横切って移動する指３９０の指紋
の一部を連続的に撮影することによって全体指紋を獲得できる。
【００５３】
　一実施形態で、指紋センサ３４０は、ディスプレイパネル３１９の光源を利用せずに、
別途の光源として光を出力する発光部を含み得る。
【００５４】
　一実施形態で、回路基板３６０は、ハウジング３０３の内部に配置され得る。回路基板
３６０には、プロセッサ（例えば、プロセッサ１２０）、通信モジュール（例えば、通信
モジュール１９０）など多様な電子部品３６３が実装され得る。回路基板３６０は、ハウ
ジング３０３にネジ（ｓｃｒｅｗ）などの結合部材（図示せず）を介して固定できる。回
路基板３６０は、ハウジング３０３と電気的に接続されてアンテナのグラウンドとして活
用され得る。一実施形態で、回路基板３６０は、グラウンドとして活用されることに限定
されず、アンテナ放射体に電流を印加する給電部として活用され得る。回路基板３６０は
、サブ回路基板３６５と電気的に接続され得る。一実施形態で、回路基板３６０は、コネ
クタ（図示せず）を介してサブ回路基板３６５と電気的に接続され得る。サブ回路基板３
６５は、音響部品３６７と電気的に接続され得る。一実施形態で、音響部品３６７は、サ
ブ回路基板３６５と接続される形態に限定されず、回路基板３６０と直接接続され得る。
【００５５】
　遮蔽層３２３は、デジタイザパネル３２０又はディスプレイパネル３１９のグラウンド
と電気的に接続され得る。遮蔽層３２３は、接地を通じてノイズ（ｎｏｉｓｅ）信号を吸
収（ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ）できる。遮蔽層３２３は、ハウジング３０３と接地接続され
ないように誘電体を介在してハウジング３０３に付着され得る。遮蔽層３２３は、銅材質
のシーツを含み得る。
【００５６】
　ハウジングアンテナ３０７は、外部に露出されたハウジング３０３の表面のうちの少な
くとも一部をアンテナ構造体又は放射体として含み得る。
【００５７】
　一実施形態で、ハウジング３０３の表面は、金属材質からなり得る。ハウジング３０３
の表面には分節部（ｓｅｇｍｅｎｔ＿ｐｏｒｔｉｏｎ）３０５が形成され得る。分節部３
０５は、誘電体から構成され、ハウジング３０３は、分節部３０５を基準にして両側の２
部分に分離され得る。例えば、分離された一部分は、ハウジングアンテナ３０７の第１の
放射体として活用され、分離された他の部分は、ハウジングアンテナ３０７の第２の放射
体として活用され得る。
【００５８】
　一実施形態で、ハウジングアンテナ３０７は、逆Ｆ型アンテナ（Ｉｎｖｅｒｔｅｄ　Ｆ
－Ａｎｔｅｎｎａ）であり得る。逆Ｆ型アンテナは、一つのフィーディング（ｆｅｅｄｉ
ｎｇ）と一つのグラウンドに接続され得る。
【００５９】
　一実施形態で、ハウジングアンテナ３０７は、接続部材を通じて回路基板３６０に配置
された無線通信モジュール（例えば、無線通信モジュール１９２）と電気的に接続され得
る。
【００６０】
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　図４は、多様な実施形態による電子装置を示す図である。
【００６１】
　電子装置４０１（例えば、電子装置１０１又は３０１）は、ディスプレイアセンブリ４
６０（例えば、タッチスクリーンディスプレイ３１０又は表示装置１６０）、メモリ４３
０（例えば、メモリ１３０）及び／又は制御部４２０を含み得る。
【００６２】
　ディスプレイアセンブリ４６０は、ディスプレイ４６１、タッチセンサ４６３（例えば
、タッチセンサ２５１）及び／又は指紋センサ４６５（例えば、指紋センサ３４０）を含
み得る。
【００６３】
　一実施形態で、タッチセンサ４６３は、圧力センサ（例えば、圧力センサ３３０）を含
み得る。
【００６４】
　メモリ４３０は、指紋イメージ／データを含む指紋情報４３３及び／又は圧力プロファ
イルを含む圧力情報４３１を格納できる。
【００６５】
　制御部４２０は、圧力プロファイル抽出部４２３、圧力プロファイル比較部４２５、指
紋比較部４２７、認証部４２９、及び／又はプロセッサ４２１を含み得る。圧力プロファ
イル抽出部４２３は、タッチセンサ４６３から瞬間的に読み取った情報を格納するレジス
ターを含み得る。圧力プロファイル比較部４２５は、指紋情報４３３を圧力プロファイル
抽出部４２３の格納情報と比較して、比較結果を提供する比較器であり得る。一実施形態
で、圧力プロファイル比較部４２５は、プロセッサに、指紋情報４３３及び格納情報の差
異が予め設定された閾値以内であるか否かを示す指示を提供できる。
【００６６】
　一実施形態で、圧力プロファイル抽出部４２３、圧力プロファイル比較部４２５、指紋
比較部４２７、認証部４２９、及び／又はプロセッサ４２１は、ＡＳＩＣコントローラに
集積され得る。
【００６７】
　制御部４２０内の少なくとも一つの要素は、プロセッサ４２１により実行されるプログ
ラムモジュールであり得る。
【００６８】
　ディスプレイ４６１は、オブジェクト（例えば、グラフィック要素、ウィンドウ、アイ
テム、ボタン、アイコン、メニュー、及び／又はメニュー項目）を含むユーザインタフェ
ースを表示できる。
【００６９】
　一実施形態で、ディスプレイアセンブリ４６０は、ユーザのジェスチャ入力を受信し、
ジェスチャ入力の位置情報及び圧力情報を圧力プロファイル抽出部４２３に伝達できる。
【００７０】
　一実施形態で、タッチセンサ４６３は、ユーザのジェスチャ入力を受信し、ジェスチャ
入力の圧力情報を圧力プロファイル抽出部４２３に伝達できる。
【００７１】
　圧力プロファイル抽出部４２３は、ディスプレイアセンブリ４６０のタッチセンサ４６
３からタッチ入力に対する圧力情報を受信し、圧力情報から圧力プロファイルを獲得でき
る。
【００７２】
　圧力プロファイル比較部４２５は、圧力プロファイル抽出部４２３から受信した圧力プ
ロファイルと、メモリ４３０に格納された圧力プロファイルを比較できる。圧力プロファ
イル比較部４２５は、圧力プロファイルの比較結果をプロセッサ４２１に伝達できる。
【００７３】
　指紋比較部４２７は、指紋センサ４６５から指紋情報を受信し、指紋比較部４２７は、
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受信した指紋情報とメモリ４３０に格納された指紋情報４３３とを比較できる。指紋比較
部４２７は、指紋情報の比較結果を認証部４２９に伝達できる。
【００７４】
　認証部４２９は、指紋情報の比較結果に少なくとも一部基く認証結果をプロセッサ４２
１に伝達できる。
【００７５】
　プロセッサ４２１は、圧力プロファイル比較部４２５から受信した圧力プロファイルの
比較結果に少なくとも一部基づいて、ジェスチャ入力が登録された指を利用した入力であ
るか否かを識別／決定できる。
【００７６】
　ジェスチャ入力が登録された指を利用した入力であると、プロセッサ４２１は、ディス
プレイ４６１を通じて指紋センサ４６５を活性化できる。例えば、プロセッサ４２１は、
センサ活性化信号を指紋センサ４６５に伝達できる。指紋センサ４６５は、センサ活性化
信号によって非活性化状態から指紋受信／認識が可能な状態に変更できる。
【００７７】
　一実施形態で、ジェスチャ入力が登録された指を利用した入力であると、プロセッサ４
２１は、指定されたユーザインタフェース（例えば、メッセージ、ウィンドウ、画面、及
び／又はインジケータ）又は案内画面をディスプレイ上に表示できる。
【００７８】
　一実施形態で、ジェスチャ入力が登録された指を利用した入力であると、プロセッサ４
２１は、指紋認識のための指から反射される十分の光を提供するためのＨＢＭ（Ｈｉｇｈ
　Ｂｒｉｇｈｔ　Ｍｏｄｅ）信号をディスプレイ４６１に伝達できる。ディスプレイ４６
１は、ＨＢＭ信号によって画面明度を増加できる。
【００７９】
　一実施形態で、ジェスチャ入力が登録された指を利用した入力でないと、プロセッサ４
２１は第１の機能を実行できる。
【００８０】
　一実施形態で、第１の機能は、指定されたユーザインタフェース（例えば、メッセージ
、ウィンドウ、画面、及び／又はインジケータ）又は案内画面をディスプレイ上に表示す
る機能を含むことができる。
【００８１】
　認証部４２９は、指紋情報の比較結果に少なくとも一部基く認証結果をプロセッサ４２
１に伝達できる。
【００８２】
　プロセッサ４２１は、認証部４２９から受信した認証結果に少なくとも一部基づいて指
紋認証の成功可否を識別／決定できる。
【００８３】
　一実施形態で、指紋認証が成功すると、プロセッサ４２１は、第２の機能を実行できる
。
【００８４】
　一実施形態で、第２の機能は、アンロック機能、アプリケーション実行機能、個人認証
機能、マルチメディア制御機能、入力インタフェース変更機能及び／又はモード変更機能
のうちの少なくとも一つを含み得る。
【００８５】
　一実施形態で、指紋認証が失敗すると、プロセッサ４２１は、第３の機能を実行できる
。
【００８６】
　一実施形態で、第３の機能は、ユーザに認証失敗を通知する機能であり得る。一実施形
態で、電子装置は、指定されたユーザインタフェース（例えば、メッセージ、ウィンドウ
、画面、及び／又はインジケータ）又は案内画面をディスプレイ上に表示できる。
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【００８７】
　多様な実施形態によれば、電子装置４０１は、前面及び上記前面とは反対方向に向かう
後面を含むハウジング、上記前面の一部を通じて露出されたタッチスクリーンディスプレ
イ３１０、上記前面を上から見ると、タッチスクリーンディスプレイ３１０の一領域３１
５と重なるように、タッチスクリーンディスプレイ３１０及び上記後面の間に位置する指
紋センサ３４０／４６５、タッチスクリーンディスプレイ３１０及び指紋センサ３４０／
４６５と作動するように接続されたプロセッサ４２１、及びプロセッサ４２１と作動する
ように接続されたメモリ４３０を含み、メモリ４３０は、実行時に、プロセッサ４２１が
、オブジェクトを含むユーザインタフェースをタッチスクリーンディスプレイ３１０上に
表示し、上記オブジェクトを或る領域に向けてドラッグするためのタッチスクリーンディ
スプレイ３１０を介するジェスチャ入力を受信し、上記ジェスチャ入力を提供する指が指
紋センサ３４０／４６５を通じて認証のために登録された指のうちの一つであるかを識別
／決定し、上記識別／決定に少なくとも一部基づいて、指紋センサ３４０／４６５を活性
化させる命令語を格納できる。
【００８８】
　多様な実施形態によれば、上記命令語は、プロセッサ４２１が、指紋センサ３４０／４
６５の活性化を示すグラフィックユーザインタフェースを提供するようにできる。
【００８９】
　多様な実施形態によれば、上記命令語は、プロセッサ４２１が、前記ジェスチャ入力を
提供する指によりタッチスクリーンディスプレイ３１０に対して作用された圧力、上記指
によるタッチ領域対前記タッチによる有効圧力領域の比率、上記指による上記タッチの圧
力又は領域の増加比率、又は上記ジェスチャ入力による座標移動に対する圧力変化比率の
うちの少なくとも一つに少なくとも部分的に基づいて、上記識別／決定を実行するように
できる。
【００９０】
　多様な実施形態によれば、上記命令語は、プロセッサ４２１が、指紋センサ４６５が非
活性状態にある間に、上記ジェスチャ入力を提供する指が指紋センサ４６５を通じて認証
のために登録された指のうちの一つでないと、ディスプレイ４６１上にグラフィックユー
ザインタフェースを表示するようにできる。
【００９１】
　多様な実施形態によれば、メモリ４３０は、上記指紋センサを通じて認証のために登録
された指に関連する圧力情報を格納できる。
【００９２】
　多様な実施形態によれば、上記命令語は、プロセッサ４２１が、上記ジェスチャ入力を
提供する指の指紋情報とメモリ４３０に格納された指紋センサ４６５を通じて認証のため
に登録された指の指紋情報とを比較して、上記比較に少なくとも一部基づいて、上記ジェ
スチャ入力を提供するユーザを認証するようにできる。
【００９３】
　多様な実施形態によれば、上記命令語は、プロセッサ４２１が、移動状態の指紋登録を
案内するグラフィックユーザインタフェースを提供するようにできる。
【００９４】
　多様な実施形態によれば、上記命令語は、プロセッサ４２１が、複数の方向に対する移
動状態の指紋登録を案内するグラフィックユーザインタフェースを提供するようにできる
。
【００９５】
　図５は、多様な実施形態による電子装置の作動方法を示すフローチャート５００である
。該作動方法は５１０乃至５９０動作を含み得る。該作動方法の各段階／動作は、電子装
置（例えば、電子装置１０１、３０１又は４０１）、電子装置の少なくとも一つのプロセ
ッサ（例えば、プロセッサ１２０又は４２１）、又は電子装置の制御部（例えば、制御部
４２０）のうちの少なくとも一つにより実行され得る。一実施形態によれば、５１０乃至
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５９０動作のうちの少なくとも一つが省略されるか、一部動作の順序が変えられるか、他
の動作が追加され得る。
【００９６】
　５１０動作で、電子装置（例えば、プロセッサ１２０又は４２１）は、オブジェクト（
例えば、グラフィック要素、ウィンドウ、アイテム、ボタン、アイコン、メニュー、及び
／又はメニュー項目）を含むユーザインタフェースをディスプレイ上に表示できる。
【００９７】
　５２０動作で、電子装置（例えば、プロセッサ１２０又は４２１）は、ディスプレイ（
例えば、タッチスクリーンディスプレイ３１０）、タッチスクリーンパネル３１７及び／
又はタッチセンサ４６３（例えば、タッチセンサ２５１又は圧力センサ３３０）を利用し
てユーザのジェスチャ入力を受信できる。
【００９８】
　一実施形態で、ジェスチャ入力は、ディスプレイに表示されたオブジェクトに関連付け
られ得る。
【００９９】
　５３０動作で、電子装置（例えば、プロセッサ１２０又は４２１）は、ジェスチャ入力
が登録された指を利用した入力であるか否かを識別／決定できる。
【０１００】
　一実施形態で、電子装置は、ジェスチャ入力を提供する指が指紋センサ（例えば、指紋
センサ３４０又は４６５）を通じて認証のために登録された指のうちの一つであるか否か
を識別／決定できる。
【０１０１】
　一実施形態で、電子装置は、ジェスチャ入力又はジェスチャ入力を提供する指による圧
力情報又は圧力プロファイルがメモリに格納されている登録された又は指定されたデータ
ベース又はテーブルに登録された圧力情報又は圧力プロファイルと対応するかを識別／決
定できる。
【０１０２】
　電子装置は、ジェスチャ入力が登録された指を利用した入力であると、５５０動作を実
行し、ジェスチャ入力が登録された指を利用した入力でないと５４０動作を実行できる。
【０１０３】
　一実施形態で、電子装置は、指によりディスプレイに対して作用された圧力、指による
タッチ領域対タッチによる有効圧力領域の比率、指によるタッチの圧力又は領域の増加比
率、又はジェスチャ入力による座標移動に対する圧力変化比率のうちの少なくとも一つに
少なくとも一部基づいて、ジェスチャ入力が登録された指を利用した入力であるか否かを
識別／決定できる。
【０１０４】
　５４０動作で、ジェスチャ入力が登録された指を利用した入力でないと、電子装置（例
えば、プロセッサ１２０又は４２１）は第１の機能を実行できる。
【０１０５】
　一実施形態で、第１の機能は、指定されたユーザインタフェース（例えば、メッセージ
、ウィンドウ、画面、及び／又はインジケータ）又は案内画面をディスプレイ上に表示す
る機能を含み得る。
【０１０６】
　５５０動作で、ジェスチャ入力が登録された指を利用した入力であると、電子装置（例
えば、プロセッサ１２０又は４２１）は、指紋センサを活性化できる。
【０１０７】
　非活性化状態で、指紋センサは、正常モード又は活性化状態で実行できた自身の機能の
少なくとも一部を実行できない状態であり得る。例えば、指及び指紋を照射するのに使用
される光源は不能状態であり得る。一実施形態で、指及び指紋を照射するのに使用される
光源にパワーを提供するようにスイッチが配置され得る。非活性化状態で、スイッチは開
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放されることで、光源へのパワーを遮断できる。ディスプレイがＨＢＭの光を出力する場
合に、ディスプレイは、正常光（即ち、一般モードの光）を出力するように制御され得る
。
【０１０８】
　一実施形態で、活性化状態で、指紋センサは、パワー／センサのオン状態であり得る。
非活性化状態で、指紋センサはパワー／センサのオフ状態であり得る。
【０１０９】
　一実施形態で、電子装置は、外部周辺光（又は、太陽光）によるノイズを抑制するため
に、指紋センサのイメージセンサ（ＣＣＤ又はカメラ）の露出時間を指定された臨界時間
以上に維持できる。
【０１１０】
　一実施形態で、電子装置は、ディスプレイが赤外線のような特定周波数の光を出力する
ように制御できる。
【０１１１】
　５６０動作で、電子装置（例えば、プロセッサ１２０又は４２１）は、指紋認証を実行
できる。
【０１１２】
　電子装置は、指紋センサを利用して獲得したユーザの指紋イメージ／データを、指紋認
証を実行する以前又は指紋センサの活性化以前にメモリ（例えば、メモリ１３０）に予め
格納された指紋イメージ／データと比較できる。
【０１１３】
　一実施形態で、電子装置は、獲得された指紋イメージ／データと予め格納された指紋イ
メージ／データとの、一致の程度又は整合乃至類似の程度も識別／決定できる。
【０１１４】
　一実施形態で、一致程度／整合／類似程度は、予め格納された指紋イメージ／データの
特徴値／データ／パターン／イメージと一致する獲得された指紋イメージ／データの特徴
値／データ／パターン／イメージの個数、又は予め格納された指紋イメージ／データの特
徴値／データ／パターン／イメージの全体個数に対する一致する個数の比率に基づいて識
別／決定され得る。
【０１１５】
　一実施形態で、電子装置は、登録された圧力プロファイル情報を利用して高速のユーザ
指紋認証過程を提供できる。電子装置は、ディスプレイに対するタッチ入力に対応する圧
力プロファイル情報を利用して、登録された指紋イメージから対照指紋イメージ候補グル
ープを生成できる。電子装置は、圧力プロファイルとマップピングできた指紋イメージ候
補グループに対して優先的に指紋マッチング動作を実行することによって指紋認証速度を
向上できる。
【０１１６】
　５７０動作で、電子装置は、指紋認証の成功可否を決定又は識別できる。電子装置は、
指紋認証が成功すれば５９０動作を実行し、指紋認証が失敗すれば５８０動作を実行でき
る。
【０１１７】
　一実施形態で、電子装置は、検出された指紋イメージデータと予め格納された指紋イメ
ージデータの一致／類似値が予め設定された閾値以上である場合に、指紋認証が成功した
と識別／決定できる。電子装置は、一致類似値が予め設定された閾値未満である場合に、
指紋認証が失敗したと識別／決定できる。
【０１１８】
　５８０動作で、指紋認証が失敗すると、電子装置（例えば、プロセッサ１２０又は４２
１）は第３の機能を実行できる。
【０１１９】
　一実施形態で、第３の機能は、ユーザに認証失敗を通知する機能であり得る。一実施形
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態で、電子装置は、指定されたユーザインタフェース（例えば、メッセージ、ウィンドウ
、画面、及び／又は、インジケータ）、或いは案内画面をディスプレイ上に表示できる。
【０１２０】
　５９０動作で、指紋認証が成功すると、電子装置（例えば、プロセッサ１２０又は４２
１）は第２の機能を実行できる。
【０１２１】
　一実施形態で、第２の機能は、アンロック機能、アプリケーション実行機能、個人認証
機能、マルチメディア制御機能、入力インタフェース変更機能、及び／又はモード変更機
能のうちの少なくとも一つを含み得る。
【０１２２】
　一実施形態で、電子装置又はアプリケーションの特定機能は、ユーザ設定、自動設定、
環境設定のうちの少なくとも一つにより指紋認証に関連づけられる。電子装置は、電子装
置又はアプリケーションの特定機能と指紋認証との関連情報をメモリに格納できる。
【０１２３】
　アンロック機能は、指紋入力を通じて特定機能／グラフィック要素のロックを解除する
機能を含むことができる。アプリケーション実行機能は、ゲームアプリケーション、ＳＮ
Ｓアプリケーション、文書作成アプリケーション、又はマルチメディアアプリケーション
のうちの少なくとも一つを実行する機能、又は通信アプリケーション（例えば、電話アプ
リケーション又はメッセージアプリケーション）を通じて該当連絡先に接続する機能を含
み得る。個人認証機能は、外部の電子装置（例えば、電子装置１０２又は１０４）に、指
紋情報、メモリに格納された他の個人／認証／秘密情報、認証結果に対する情報、認証成
功時に設定された情報のうちの少なくとも一つを伝送する機能を含み得る。マルチメディ
ア制御機能は、制御メニュー（例えば、ボリューム制御メニュー又は再生メニュー）を表
示する機能、ボリューム制御機能（例えば、ボリューム増加、ボリューム減少、又はミュ
ーティング）、又は再生制御機能（例えば、巻き戻し、早送り、一時停止、又は再生）を
含み得る。インタフェース変更機能は、入力インタフェース、出力インタフェース、又は
通信インタフェースのうちの少なくとも一つを変更する機能を含み得る。モード変更機能
は、第１のモード（例えば、一般モード、ゲストモード、又は制限されたモード）から第
２のモード（例えば、編集モード、管理者モード、又は制限解除モード）に変更する機能
を含み得る。
【０１２４】
　多様な実施形態によれば、電子装置（例えば、電子装置１０１、３０１又は４０１）の
作動方法は、オブジェクトを含むユーザインタフェースを上記電子装置のディスプレイ（
例えば、タッチスクリーンディスプレイ３１０又は４６１）上に表示する動作、上記オブ
ジェクトを上記ディスプレイの一領域に向けてドラッグするための上記ディスプレイを介
するジェスチャ入力を受信する動作、上記ジェスチャ入力を提供する指が指紋センサ（例
えば、指紋センサ３４０又は４６５）を通じて認証のために登録された指のうちの一つで
あるか否かを識別／決定する動作、及び上記識別／決定に少なくとも一部基づいて、上記
指紋センサを活性化する動作を含み得る。
【０１２５】
　多様な実施形態によれば、上記方法は、上記指紋センサの活性化を示すグラフィックユ
ーザインタフェースを提供する動作をさらに含み得る。
【０１２６】
　多様な実施形態によれば、指により上記ディスプレイに対して作用された圧力、上記指
によるタッチ領域対前記タッチによる有効圧力領域の比率、上記指による上記タッチの圧
力又は領域の増加比率、又は上記ジェスチャ入力による座標移動に対する圧力変化比率の
うちの少なくとも一つに、少なくとも部分的に基づいて、上記識別／決定を実行できる。
【０１２７】
　多様な実施形態によれば、上記方法は、上記指紋センサが非活性状態にある間に、上記
ジェスチャ入力を提供する指が上記指紋センサを通じて認証のために登録された指のうち
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の一つでないと、上記ディスプレイ上にグラフィックユーザインタフェースを表示する動
作をさらに含み得る。
【０１２８】
　多様な実施形態によれば、上記方法は、上記ジェスチャ入力を提供する指の指紋情報と
メモリに格納された指紋センサを通じて認証のために登録された指の指紋情報とを比較す
る動作、及び上記比較に少なくとも一部基づいて、上記ジェスチャ入力を提供するユーザ
を認証する動作をさらに含み得る。
【０１２９】
　多様な実施形態によれば、上記方法は、少なくとも一つの方向に対する移動状態の指紋
登録を案内するグラフィックユーザインタフェースを提供する動作をさらに含み得る。
【０１３０】
　図６（ａ）及び図６（ｂ）は、多様な実施形態による圧力情報の検出方法を説明するた
めの図である。
【０１３１】
　図６（ａ）を参考すると、ディスプレイパネル３１９の上にタッチスクリーンパネル３
１７が積層され得る。タッチスクリーンパネル３１７は、タッチ／ホバリング入力を検出
するための複数のＴＸ電極６１０及び複数のＲＸ電極６２０を含み得る。例えば、タッチ
スクリーンパネル３１７の電極は、線形格子型パターン又はダイヤモンドパターンを有し
得る。指３９０のタッチによる圧力がない状態で、ＴＸ電極及びＲＸ電極間には、一定の
静電容量（Ｃａｐａｃｉｔａｎｃｅ）が形成され得る（即ち、Ｃ１＝Ｃ２＝Ｃ３＝Ｃ４）
。
【０１３２】
　図６（ｂ）を参考すると、指３９０のタッチによる圧力が前面カバー（又は、前面）３
１３に作用すると、ＴＸ電極とＲＸ電極との間の間隔変化が発生し得る。電子装置（例え
ば、電子装置１０１、３０１又は４０１）又はプロセッサ（例えば、プロセッサ１２０又
は４２１）は、間隔変化に対応する静電容量変化値である、ｚ値（又は、デルタ値）を獲
得できる（即ち、Ｃ１＝Ｃ４＜Ｃ２＝Ｃ３）。
【０１３３】
　図７（ａ）及び図７（ｂ）は、多様な実施形態による圧力情報の例を説明するための図
である。
【０１３４】
　図７（ａ）は、タッチセンサ（例えば、圧力センサ３３０又はタッチセンサ４６３）又
はディスプレイ（例えば、タッチスクリーンディスプレイ３１０又は４６１）を利用して
獲得した圧力値の分布、即ち、圧力分布７２０を３次元で表した図である。図７（ａ）は
、タッチセンサの表面上のｘ、ｙ座標に対してタッチセンサを利用して獲得した圧力値又
は圧力を示す静電容量値の変化をｚ値として表す。
【０１３５】
　図７（ｂ）は、タッチセンサを利用して獲得した圧力値の分布を２次元で表す図である
。
【０１３６】
　図７（ａ）及び図７（ｂ）で、指紋７１０に対応する圧力分布７２０は、全体圧力値に
対応するＡ領域、及び全体圧力値のうちの指定された閾値以上の圧力値に対応するＢ領域
を含み得る。
【０１３７】
　電子装置（例えば、電子装置１０１、３０１又は４０１）又はプロセッサ（例えば、プ
ロセッサ１２０又は４２１）（以下、「プロセッサ」で代表する）は、Ａ領域の面積に対
するＢ領域の面積の比率を指による圧力情報又は圧力プロファイルとしてメモリ又は圧力
情報データベースに格納できる。
【０１３８】
　プロセッサは、タッチセンサ又はディスプレイを通じてタッチ入力を行なう時に発生す
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るｚ値を測定できる。プロセッサは、タッチ座標情報に基づいてｚ値が発生されたタッチ
面積を計算できる。プロセッサは、タッチ座標に基づいて、タッチ面積又はＡ領域の面積
のうち特定閾値以上のｚ値が発生した有効圧力面積又はＢ領域の面積を計算できる。タッ
チ面積と有効圧力面積との比率差は、特定ユーザの指タイプによって一定の割合で区別さ
れ得る。
【０１３９】
　図８は多様な実施形態による圧力情報の他の例を説明するための図である。
【０１４０】
　圧力情報は、一定時間の間に測定されたタッチジェスチャ入力の圧力増加比率を含み得
る。ユーザの指タイプ（例えば、親指、人差し指、中指、薬指、又は小指）、指節の長さ
、指のサイズなどによりタッチ入力における圧力レベルと圧力増加比率が相異なり得る。
例えば、概して、親指は、人差し指に比べて圧力レベルと圧力増加比率が高くなり得る。
指による圧力レベルは、ユーザの意図により異なるため、電子装置（例えば、電子装置１
０１、３０１又は４０１）又はプロセッサ（例えば、プロセッサ１２０又は４２１）は、
指によって一定の変化比率を示す圧力増加比率に基づいて圧力プロファイルを管理できる
。
【０１４１】
　図８は、第１乃至第４の指に対する時間による圧力変化線（８１０、８２０、８３０及
び８４０）を示す。
　下記の［表１］は、圧力変化プロファイルを例示するテーブルである。
 

【表１】

【０１４２】
　図９（ａ）及び図９（ｂ）は、多様な実施形態による圧力情報の他の例を説明するため
の図である。
　図９（ａ）は、ユーザの指がディスプレイパネル３１９に表示されたオブジェクト３２
９をタッチしてドラッグする動作を示す。
　図９（ｂ）は、ドラッグ／スワイプジェスチャ入力に対する圧力変化比率を示す。
【０１４３】
　電子装置（例えば、電子装置１０１、３０１又は４０１）又はプロセッサ（例えば、プ
ロセッサ１２０又は４２１）（以下、プロセッサを例示する）は、ドラッグ／スワイプタ
ッチ座標移動による圧力変化比率に基づいて圧力プロファイルをオペレーティングできる
。ユーザによるドラッグ／スワイプタッチ移動の場合に、指タイプによって停止状態のタ
ッチ入力による入力圧力とは相異なる圧力レベルで圧力変化が発生することがある。プロ
セッサは、ドラッグ／スワイプタッチ移動時に発生する圧力の変化比率に基づいて指を区
別できる。プロセッサは、停止状態であるタッチ入力の圧力レベルを測定し、ドラッグ／
スワイプタッチ移動時に発生するタッチ入力の圧力レベルを測定することによって、指に
対応する圧力変化比率を計算できる。ドラッグ／スワイプタッチ移動開始時点には、停止
状態時点に比べて圧力が減少する変化が生じる場合がある。圧力プロファイルは、ドラッ
グ／スワイプタッチ移動開始時点ｄ１の圧力測定値Ｐ３に対する停止状態時点ｄ０の圧力
測定値Ｐ４の割合によって識別／決定され得る。
【０１４４】
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　図１０（ａ）乃至図１０（ｃ）は、多様な実施形態による電子装置の指紋登録方法を説
明するための図である。
【０１４５】
　図１０（ａ）を参考すると、電子装置１００１（例えば、電子装置１０１、３０１又は
４０１）又はプロセッサ（例えば、プロセッサ１２０又は４２１）（以下、「電子装置１
００１」で代表する）は、ユーザ１００９の指紋を登録するためのユーザインタフェース
１０１０をディスプレイ１００６上に表示できる。
【０１４６】
　ユーザインタフェース１０１０は、停止状態の指紋登録のための第１のオブジェクト（
又は第１のグラフィック要素）１０２０を含み得る。
【０１４７】
　電子装置１００１は、タッチ入力が第１のオブジェクト１０２０上に停止した状態で指
紋イメージを獲得し、指紋イメージ及び圧力プロファイルを含むユーザ認証情報を生成で
きる。
【０１４８】
　一実施形態で、電子装置１００１は、ユーザ入力に応答してユーザインタフェース１０
１０を表示できる。
【０１４９】
　一実施形態で、ユーザ入力は、ディスプレイ（例えば、ディスプレイ１６０）上の予め
設定されたタッチ／ホバリングジェスチャ（例えば、スワイプジェスチャ、ドラッグジェ
スチャ、スクロール、又はホバリングのうちの少なくとも一つ）、ディスプレイを通じて
表示されたグラフィック要素の選択、音声命令語、又はモーション入力のうちの少なくと
も一つを含み得る。
【０１５０】
　図１０（ｂ）及び図１０（ｃ）を参考すると、ユーザインタフェース１０１０は、移動
状態の指紋登録のための少なくとも一つの第２のオブジェクト（又は第２のグラフィック
要素）１０３０を含み得る。
【０１５１】
　一実施形態で、電子装置１００１は、移動状態の指紋登録のために第１のオブジェクト
１０２０及び第２のオブジェクト１０３０を共に表示できる。
【０１５２】
　電子装置１００１は、タッチ入力に対応する指紋情報と共に指紋情報から抽出された圧
力プロファイル情報をユーザ認証情報として登録できる。
　電子装置１００１は、停止状態の指紋情報及び／又は移動状態の指紋情報をユーザ又は
ユーザの指に対する認証情報として登録できる。
【０１５３】
　一実施形態で、電子装置１００１は、停止／移動（Ｓｔａｔｉｏｎａｒｙ／Ｍｏｖｉｎ
ｇ）タッチ状態によって相異なる指紋登録（Ｆｉｎｇｅｒｐｒｉｎｔ　Ｒｅｇｉｓｔｒａ
ｔｉｏｎ）ユーザインタフェースを提供できる。
【０１５４】
　一実施形態で、電子装置１００１は、多様な移動方向のジェスチャ入力（例えば、ドラ
ッグ／スワイプジェスチャ）に対応する指紋入力とタッチ入力を受信できる。電子装置１
００１は、多様な移動方向を示す少なくとも一つの第２のオブジェクト１０３０を表示で
きる。例えば、電子装置１００１は、ディスプレイ１００６を通じて、０度、４５度、９
０度、１３５度又は１８０度に該当する方向の第２のオブジェクト１０３０から第１のオ
ブジェクト１０２０に移動されるドラッグ／スワイプタッチ入力を受信できる。電子装置
１００１は、各方向から受信されたドラッグ／スワイプタッチ入力から該当方向に対応す
る圧力プロファイルを生成できる。電子装置１００１は、タッチ入力が第１のオブジェク
ト１０２０上に停止するか、又は、第１のオブジェクト１０２０上を移動する間に指紋イ
メージを獲得し、指紋イメージ及び圧力プロファイルを含むユーザ認証情報を生成できる
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。
【０１５５】
　一実施形態で、電子装置１００１は、タッチ入力を維持しながら第１のオブジェクト１
０２０及び第２のオブジェクト１０３０を連続してドラッグ（又は、スワイプ）するタッ
チ入力を受信できる。
【０１５６】
　図１１（ａ）乃至図１１（ｃ）は、多様な実施形態による電子装置の作動方法を説明す
るための図である。
【０１５７】
　図１１（ａ）を参考すると、電子装置１１０１（例えば、電子装置１０１、３０１又は
４０１）又はプロセッサ（例えば、プロセッサ１２０又は４２１）（以下、電子装置１１
０１を例示する）は、ユーザ入力に応答して、ユーザインタフェース１１１０上に少なく
とも一つの通知メッセージ１１２３を含む通知パネル（Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａ
ｎｅｌ）１１２０をディスプレイ１１０６（例えば、タッチスクリーンディスプレイ３１
０又は４６１）上に表示できる。
【０１５８】
　一実施形態で、電子装置１１０１は、指紋入力位置（又は、指紋センサにより重畳され
たディスプレイの領域）を示す第１のオブジェクト１１１３を表示できる。
【０１５９】
　図１１（ｂ）を参照すると、電子装置１１０１は、通知メッセージ１１２３を選択して
ドラッグするユーザ１１０９のドラッグジェスチャ入力を検出できる。
【０１６０】
　ドラッグジェスチャ入力に応答して、電子装置１１０１は、ディスプレイ１１０６又は
タッチセンサ４６３（例えば、タッチセンサ２５１又は圧力センサ３３０）からタッチ入
力に対する圧力情報を受信／獲得し、圧力情報から圧力プロファイルを獲得できる。電子
装置１１０１は、獲得した圧力プロファイルと、メモリ（例えば、メモリ４３０）に格納
された圧力プロファイルを比較できる。電子装置１１０１は、比較結果に少なくとも一部
基づいて、ジェスチャ入力が登録された指を利用した入力であるか否かを識別／決定でき
る。ジェスチャ入力が登録された指を利用した入力であると、電子装置１１０１は、指紋
センサ（例えば、指紋センサ３４０又は４３５）を活性化できる。
【０１６１】
　一実施形態で、電子装置１１０１は、指紋センサの活性化を示す第２のオブジェクト１
１１５を表示できる。即ち、下側ドラッグ／スワイプの間に、電子装置は、圧力プロファ
イルを比較して、入力ジェスチャを作る指又は他のオブジェットが登録された指であるか
否かを識別／決定できる。仮りに、入力ジェスチャが登録された指によるものであると、
指１１０９がドラッグ／スワイプの間に指紋センサに到着する以前に指紋センサが活性化
される。
【０１６２】
　図１１（ｃ）を参考すると、電子装置１１０１は、通知メッセージ１１２３を選択して
第１のオブジェクト１１１３又は第２のオブジェクト１１１５上にドラッグするユーザ１
１０９のドラッグジェスチャ入力を検出できる。
【０１６３】
　第１のオブジェクト１１１３又は第２のオブジェクト１１１５上にドラッグするユーザ
１１０９のドラッグジェスチャ入力に応答して、電子装置１１０１は、指紋センサから指
紋情報を受信／獲得し、受信した指紋情報とメモリ４３０に格納された指紋情報を比較で
きる。
【０１６４】
　指紋情報が相互対応すると、電子装置１１０１は、通知メッセージ１１２３を拡大して
表示できる。
【０１６５】
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　一実施形態で、電子装置１１０１は、指紋認証過程又は結果を示す第３のオブジェクト
１１１７を表示できる。
【０１６６】
　図１２は、多様な実施形態による電子装置の作動方法を説明するための図である。
【０１６７】
　電子装置（例えば、電子装置１０１、３０１又は４０１）又はプロセッサ（例えば、プ
ロセッサ１２０又は４２１）（以下、「プロセッサ」で代表する）は、ドラッグ／スワイ
プジェスチャ入力に対応する圧力情報１２３０又は圧力プロファイルを獲得できる。
【０１６８】
　プロセッサは、指紋センサ（例えば、指紋センサ３４０又は４３５）を利用して獲得し
た指紋イメージ１２１０を、フィルタ１２２０を利用して補正できる。
【０１６９】
　一実施形態で、プロセッサは、指紋イメージ１２１０の変形程度を圧力情報１２３０（
例えば、ドラッグ／スワイプジェスチャの速度、及び／又は、ドラッグ／スワイプジェス
チャの圧力変化比率）に基づいて予測し、予測された指紋イメージ変形を補正できる。
【０１７０】
　例えば、プロセッサは、圧力情報１２３０（例えば、ドラッグ／スワイプジェスチャの
速度、及び／又は、ドラッグ／スワイプジェスチャの圧力変化比率）に基づいて、フィル
タ１２２０のタイプ、及び／又は係数（又は、フィルタリングパラメータ）を識別／決定
し、識別／決定されたタイプ及び／又は係数によるフィルタ１２２０の動作によって、補
正された指紋イメージ１２４０を獲得できる。
【０１７１】
　多様な実施形態によれば、指がオブジェット１１１５に到着する以前であってオブジェ
ット１１１５に向かって移動する間に補正が発生することがある。即ち、指紋が検出され
ると補正され得る。一実施形態で、撮影された指紋イメージとの比較のために、格納され
た指紋イメージは圧力情報１２３０によって変形できる。
【０１７２】
　多様な実施形態によれば、一つの格納媒体が命令語を格納しており、上記命令語は、少
なくとも一つの回路（又は、少なくとも一つのプロセッサ）によって実行（ｅｘｅｃｕｔ
ｅ）される際に、上記少なくとも一つの回路が少なくとも一つの動作を実行（ｐｅｒｆｏ
ｒｍ）するように設定されており、上記少なくとも一つの動作は、（ｉ）オブジェクト（
例えば、通知メッセージ１１２３）を含むユーザインタフェース（例えば、ユーザインタ
フェース１１１０）を上記電子装置のディスプレイ（例えば、ディスプレイ１１０６）上
に表示する動作、（ｉｉ）上記オブジェクトを上記ディスプレイの一領域に向けてドラッ
グするための上記ディスプレイを介するジェスチャ入力を受信する動作、（ｉｉｉ）上記
ジェスチャ入力を提供する指が指紋センサを通じて認証のために登録された指のうちの一
つであるか否かを識別／決定する動作、及び（ｉｖ）上記識別／決定に少なくとも一部基
づいて、上記指紋センサを活性化する動作を含み得る。
【０１７３】
　多様な実施形態では、指紋登録過程で指紋情報と共に登録された圧力プロファイル情報
に基づいて、ユーザタッチ入力に対応する圧力プロファイルを抽出及び比較する過程を通
じて、指紋認証のための指紋センサ活性化時点を識別／決定するので、不必要な消耗電流
が低減され得る。
【０１７４】
　また、多様な実施形態では、指紋認証過程でドラッグ／スワイプジェスチャ入力に対応
する指紋イメージが獲得され、指紋イメージの変形程度が圧力プロファイル情報に基づい
て予測され、指紋イメージ変形が補正されるので、指紋認識率が向上され得る。
【０１７５】
　さらに、多様な実施形態では、圧力プロファイル情報にマッピングされた指紋イメージ
候補グループに対して優先的に指紋マッチング動作を実行するので、指紋認証速度が向上
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され得る。
【符号の説明】
【０１７６】
　１００　　　ネットワーク環境
　１０１、１０２、１０４　　　電子装置
　１０８　　　サーバ
　１２０　　　プロセッサ
　１２１　　　メインプロセッサ
　１２３　　　補助プロセッサ
　１３０　　　メモリ
　１３２　　　揮発性メモリ
　１３４　　　不揮発性メモリ
　１３６　　　内蔵メモリ
　１３８　　　外付けメモリ
　１４０　　　プログラム
　１４２　　　オペレーティングシステム
　１４４　　　ミドルウェア
　１４６　　　アプリケーション
　１５０　　　入力装置
　１５５　　　音響出力装置
　１６０　　　表示装置
　１７０　　　オーディオモジュール
　１７６　　　センサモジュール
　１７７　　　インタフェース
　１７８　　　接続端子
　１７９　　　ハプティックモジュール
　１８０　　　カメラモジュール
　１８８　　　電力管理モジュール
　１８９　　　バッテリ
　１９０　　　通信モジュール
　１９２　　　無線通信モジュール（セルラ通信モジュール、近距離無線通信モジュール
、ＧＮＳＳ通信モジュール）
　１９４　　　有線通信モジュール（ＬＡＮ通信モジュール、電力線通信モジュール）
　１９６　　　加入者識別モジュール
　１９７　　　アンテナモジュール
　１９８　　　第１のネットワーク（例えば、近距離無線通信ネットワーク）
　１９９　　　第２のネットワーク（例えば、遠距離無線通信ネットワーク）
　
　２００　　　表示装置のブロック図
　２１０　　　ディスプレイ
　２３０　　　ディスプレイドライバＩＣ（ＤＤＩ）
　２３１　　　インタフェースモジュール
　２３３　　　メモリ（バッファーメモリ）
　２３５　　　イメージ処理モジュール
　２３７　　　マップピングモジュール
　２５０　　　タッチ回路
　２５１　　　タッチセンサ
　２５３　　　タッチセンサＩＣ
 
　３０１　　　電子装置
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　３０３　　　ハウジング
　３０４　　　ミッドプレート
　３０５　　　分節部
　３０７　　　ハウジングアンテナ
　３１０　　　タッチスクリーンディスプレイ
　３１３　　　前面カバー
　３１４　　　非指紋センシング領域
　３１５　　　指紋センシング領域
　３１７　　　タッチスクリーンパネル
　３１９　　　ディスプレイパネル
　３２０　　　デジタイザパネル
　３２３　　　遮蔽層
　３２９　　（ディスプレイパネル上の）オブジェクト
　３３０　　　圧力センサ
　３４０　　　指紋センサ
　３５０　　　バッテリ
　３６０　　　回路基板
　３６３　　　電子部品
　３６５　　　サブ回路基板
　３６７　　　音響部品
　３７１　　　無線充電回路基板
　３７３　　　無線充電コイル
　３８０　　　後面カバー
　３９０　　　ユーザの指、ユーザ
 
　４０１　　　電子装置
　４２０　　　制御部
　４２１　　　プロセッサ
　４２３　　　圧力プロファイル抽出部
　４２５　　　圧力プロファイル比較部
　４２７　　　指紋比較部
　４２９　　　認証部４２９
　４３０　　　メモリ
　４３１　　　圧力情報
　４３３　　　指紋情報
　４６０　　　ディスプレイアセンブリ
　４６１　　　ディスプレイ
　４６３　　　タッチセンサ
　４６５　　　指紋センサ
 
　６１０　　　ＴＸ電極
　６２０　　　ＲＸ電極
　７１０　　　指紋
　７２０　　　圧力分布
　８１０、８２０、８３０、８４０　　　圧力変化線
１００１　　　電子装置
１００６　　　ディスプレイ
１００９　　　ユーザ、ユーザの指
１０１０　　　ユーザインタフェース
１０２０　　　第１のオブジェクト（第１のグラフィック要素）
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１０３０　　　第２のオブジェクト（第２のグラフィック要素）
１１０１　　　電子装置
１１０６　　　ディスプレイ
１１０９　　　ユーザ、ユーザの指
１１１０　　　ユーザインタフェース
１１１３　　　第１のオブジェクト
１１１５　　　第２のオブジェクト
１１１７　　　第３のオブジェクト
１１２０　　　通知パネル
１１２３　　　通知メッセージ
１２１０　　　指紋イメージ
１２２０　　　フィルタ
１２３０　　　圧力情報
１２４０　　　補正された指紋イメージ

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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